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はじめに

本資料は、i-PRO AIカメラを使用したナンバー認識システム“NumberCATCHⅡ” のシステム導入にあたって、

お客様要望の要求仕様に基づいてシステム構成、アラーム動作、外部機器連携などの設計作業の参考となる情報

を記載したものです。

■ 次のステップへの引継ぎ

設計ができましたら以下を作成し、次のステップのキッティング担当者に

「ナンバーキャッチ_要求仕様書」と一緒に引き継いでください。

① ナンバーキャッチ_設計書 ・・・別途テンプレート資料あり

■ 作業にあたり入手する資料

営業担当より以下の資料を入手して設計してください。

① ナンバーキャッチ_要求仕様書

② システムデザインツール プロジェクトファイル
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１. システム構成と外部機器連携
 設計例
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システム構成【パターン１】 出入口１か所のみ（将来的に増設がない場合）

機器 用途

カメラ＋アプリ ・WV-X15301-Z1LN
・WV-XAE202WUX

・ナンバープレート認識用

IFコンバーターB ・入退場ゲート等との連動用
・パトライトの制御用

IOユニット（接点LANコンバータ）
・ASE334からのアラーム発報を
外部機器と連動

PoE++インジェクター ・カメラへの電源供給

機器 用途

レコーダー
・監視映像の保存
・ナンバー認識ログの保存

・照合用PC
・管理ソフトウェア

・WV-ASM300UX
・WV-ASE334WUX

・ナンバー情報の登録
・ナンバー照合
・ナンバー読み取り履歴保存

パトライト ・入退場発報を監視室にお知らせ

入出場口 事務所・保安室など

AIカメラ
＋ナンバー認識アプリ

（WV-XAE202WUX)

スイッチ

NX/NUシリーズレコーダー

ASM300＋
   ナンバー認識アプリ

（WV-ASE334WUX)

IOユニット
    （ADAM6256）

無電圧
接点信号

NW対応パトライト
(NHV-3DP-RYG)

IFコンバータＢ
（NB-D42MP）

PoE++
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ

入場

出場

入場

出場

PoEスイッチ

ゲート機器
（取扱い対象外）

IOユニットの接点出力が無電圧ではないこと、また事務所側のパトライトの制御も考慮してこの構成を推奨しています。

有電圧
接点信号
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アラーム/外部機器連動 設計シート【パターン１】 （出入口１か所のみのプラン）

外部機器との連携を実現するためのIOユニット、IFコンバーターの設計プランシート（各機器の設定と紐づけ）と例です。

ASE334 アラームルール

例：照合

1 登録車両 正門入

2 登録車両 正門出

3 未登録車両

例：滞留 4 滞留８時間

照合

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

滞留

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

IOユニットADAM 接点出力

CH 0 登録車両 正門入 600ms

CH 1 登録車両 正門出 600ms

CH 2 未登録車両 600ms

CH 3 滞留８時間 600ms

CH 0

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH 10

CH 11

CH 12

CH 13

CH 14

CH 15

ゲート側 IFコンバーター NB-D42MP

接点入力 ＜設定＞ HTTPコマンド送信（送信先・コマンド）

DI 1
ON 1 パトライト緑点灯10秒 192.168.0.160 alert=991999&restore=10

OFF 2 パトライト赤点滅10秒 192.168.0.160 alert=299999&restore=10

DI 2
ON 3 パトライト音声１ 192.168.0.160 sound=1

OFF 4 パトライト音声２ 192.168.0.160 sound=2

DI 3
ON 5 パトライト音声３ 192.168.0.160 sound=3

OFF 6

DI 4
ON 7

OFF 8

DI 1
ON 1

OFF 2

DI 2
ON 3

OFF 4

DI 3
ON 5

OFF 6

DI 4
ON 7

OFF 8

接点出力

DO 1 正門入ゲート 自動OFF５秒 接点出力設定

DO 2 正門出ゲート 自動OFF５秒 接点出力設定

DO1

DO2

＜設定＞ ＜配線＞
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システム構成【パターン２】 出入口複数箇所に対応（将来的に増設を見込んだ場合）

機器 用途

カメラ＋アプリ ・WV-X15301-Z1LN
・WV-XAE202WUX

・ナンバープレート認識用

IFコンバーターB ・入退場ゲート等との連動用

PoE++インジェクター ・カメラへの電源供給

機器 用途

レコーダー
・監視映像の保存
・ナンバー認識ログの保存

・照合用PC
・管理ソフトウェア

・WV-ASM300UX
・WV-ASE334WUX

・ナンバー情報の登録
・ナンバー照合
・ナンバー読み取り履歴保存

パトライト ・入退場発報を監視室にお知らせ

IOユニット（接点LANコンバーター） ・ASE334からのアラーム発報の出力

IFコンバーターA ・パトライトや各出入口の機器制御

入出場口１ 事務所・保安室など

AIカメラ
＋ナンバー認識アプリ

（WV-XAE202WUX)

PoEスイッチ

スイッチ

NX/NUシリーズレコーダー

ASM300＋
   ナンバー認識アプリ

（WV-ASE334WUX)

IOユニット
    （ADAM6256）

IFコンバータＡ
（NBM-D88）

NW対応パトライト
(NHV-3DP-RYG)

IFコンバータＢ
（NB-D42MP）

PoE++
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ

ゲート機器
（取扱い対象外）

入場

出場

入場

出場

無電圧
接点信号

IOユニットはシステム全体で１台しか使用できないことより
この構成を推奨しています。
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アラーム/外部機器連動 設計シート【パターン２】 （将来のゲート増設を見込んだプラン）

外部機器との連携を実現するためのIOユニット、IFコンバーターの設計プランシート（各機器の設定と紐づけ）と例です。

ASE334 アラームルール

例：照合

1 登録車両 正門入

2 登録車両 正門出

3 未登録車両

例：滞留 4 滞留８時間

照合

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

滞留

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

IOユニットADAM 接点出力

CH 0 登録車両 正門入 600ms

CH 1 登録車両 正門出 600ms

CH 2 未登録車両 600ms

CH 3 滞留８時間 600ms

CH 0

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

CH 5

CH 6

CH 7

CH 8

CH 9

CH 10

CH 11

CH 12

CH 13

CH 14

CH 15

事務所側 IFコンバーター NBM-D88

接点入力 ＜設定＞ RSHコマンド送信（送信先・コマンド）

DI 1
ON 1 正門入ゲート開５秒 192.168.0.180 alert 19 5

OFF 2 正門出ゲート開５秒 192.168.0.180 alert 91 5

DI 2
ON 3 パトライト緑点灯10秒 192.168.0.160 alert 991999 10

OFF 4 パトライト赤点滅10秒 192.168.0.160 alert 299999 10

DI 3
ON 5 パトライト音声１ 192.168.0.160 sound 1

OFF 6 パトライト音声２ 192.168.0.160 sound 2

DI 4
ON 7 パトライト音声３ 192.168.0.160 sound 3

OFF 8

DI 1
ON 1

OFF 2

DI 2
ON 3

OFF 4

DI 3
ON 5

OFF 6

DI 4
ON 7

OFF 8

DI 5
ON 接点出力

OFF DO 1

DI 6
ON DO 2

OFF DO 3

DI 7
ON DO 4

OFF DO 5

＜設定＞ ＜配線＞

※IFコンバーターの仕様としては、接点入力、接点出力ともに最大８ポート。
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２. 各種スペック等
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スペック：WV-X15301-Z1LN＆ナンバー認識アプリケーション

項目 ナンバー認識アプリケーション（WV-XAE202WUX）

対象車両
四輪車※（大型自動車、普通自動車、軽自動車）
※二輪車や特殊車両（外交官車両、自衛隊車両、仮ナンバー、等）は対象外

新ナンバー（絵柄、英字） 対応（2020年5月発行分、2025年に予定されている新ナンバーについてはバージョンアップで無償対応予定）

字光式プレート対応 日中は認識可能。夜間(発光時)は認識できない場合もあります。

対応照度
前方ナンバー、後方ナンバーのどちらかを撮影対象にする場合 ： 40Lux以上
前方ナンバー、後方ナンバーの両方を撮影対象にする場合 ： 200Lux以上

撮影幅 ※1 (推奨) 3.6m以内、(環境により) 5.3m以内

認識可能距離 ※2 (推奨) 5～30m、 (環境により) 2～30m

認識可能角度
俯角 (推奨) ： 30°以内
振り角 (推奨) ： ±30°以内、(環境により) ±35°以内

認識可能プレート幅 (推奨) 160pixel以上、(環境により) 120pixel以上

車速 ※3 (推奨) 60km/h以下

ナンバー情報送信 ナンバーデータ(テキスト)、静止画(JPEG) を最大4宛先まで送信可能(HTTP)

カメラ1台での入出庫検知 対応（自動判定機能有）

※1： カメラとナンバープレートの距離により撮影幅は変動します。
※2： WV-X15301-Z1LN / WV-S15301-Z1LN の場合
※3： 高パフォーマンスモード使用時
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スペック：ASM300 ナンバー認識用機能拡張ソフトウェア

項目 ナンバー認識用機能拡張ソフトウェア（WV-ASE334WUX）

ナンバー認識用カメラ接続台数 ※1 16台

照合用登録ナンバー情報数 25,000件 × 10リスト

照合ルール数 ※2 最大 10件

ナンバー照合履歴保持数 ※3 800,000件 / 最大 120日

I/O制御機器接続可能台数 入力、出力 各1台

※1： ASM300の機器登録台数に含みます。
※2： 照合ルール数等、上限値使用時は、PCスペックやASM300の運用条件によっては映像の遅延・カクツキ等が発生する場合があります。

必ず事前に運用条件にそった動作確認を行ってください。
※3： 全景画像は最大5,000件となります。
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スペック：パトライト®

項目 NHV4-3DP-RYG / NHV4-3D-RYG 備考

段数 3段

点灯色 赤 / 黄 / 緑 品番を変更すれば必要な色のみの商品を選択可能

定格電圧 DC48V(PoE＋使用時)、DC24V(ACアダプタ使用時) NHV4-３DP-RYGは、PoE+対応 ※ACアダプタ別売り

音声対応
任意のテキストのスピーチ＆音声データ作成対応
登録可能音声データ：最大60チャンネル

MP3データ

音圧レベル 88㏈以上 ※MP3データや環境によって変化します

外部接点入力 無電圧接点 、NPNトランジスタ ×4点

外部接点出力 無電圧接点 リレー ×2点

対応通信コマンド RSH(受信)、HTTPコマンド(受信/送信)、SOCKET通信(受信)

メール送信 SMTP（POP,SMTP認証対応） 最大8宛先、題名・本文ともに編集登録可能 ※各16
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スペック：インタフェースコンバーター

項目 【事務所側】 NBM-D88N 【入場口側】 NB-D42MP

定格電圧 DC24V（ACアダプタ使用） DC24V(ACアダプタ使用) または PoE

使用温度範囲 0～40℃ -10～50℃

外部接点 “入力” 無電圧接点 、NPNトランジスタ ×8点 無電圧接点 、NPNトランジスタ ×4点

外部接点 “出力” 無電圧接点 リレー ×8点 無電圧接点 リレー ×2点

対応通信コマンド RSH(送受信)、HTTPコマンド(受信)、SOCKET通信(送受信) RSH(送受信)、HTTPコマンド(送受信)、SOCKET通信(送受信)

音声対応 なし
任意のテキストのスピーチ＆音声データ作成対応
※最大60チャンネル

メール送信 SMTP（POP,SMTP認証対応） ・・・ 最大8宛先 件名・本文ともに編集登録可能 ※各16
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３. ASE334 ナンバー認識アプリ
ナンバー照合設定
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3-1 I/Oユニット設定

アラーム出力時に外部機器と連動させるためのI/Oユニットの設定
・I/Oユニットから接点信号を出力して外部機器を制御。最大１６出力。

・アラーム動作と１対１でIFコンバーターへ接点出力し、IFコンバーター側で機器制御する形を推奨。

① ナンバーキャッチ設定画面の「IOユニット設定」タブをクリック。

以下、出力側について設定を行います。

② 使用するIOユニットの品番を以下より選択。

・ADAM-6250：出力７系統（CH0～CH6）

・ADAM-6256：出力16系統（CH0～CH15）

③ IOユニットのIPアドレスを設定

④ ポート番号を設定 “502” にする

⑤ 各CHの端子名（動作や用途）を入力。

⑥ 出力時の接点信号のオン時間を選択。

⑦ 最後に「設定保存」をクリック
【注意事項：IOユニット（ADM-6250/6256）の出荷時の接点出力動作】

パルス出力でノーマルオープン（NO）です。変更はIOユニット側で行う必要があります。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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3-2 登録ナンバーリスト設定 (1/2)

ナンバー照合の対象となるナンバー情報の登録
※登録方法：「手動」「CSV入力」「認識情報やアラーム情報のリストから登録」

① ナンバーキャッチ設定画面の「登録ナンバーリスト設定」タブをクリック。

 初期状態では「登録ナンバーなし」(空のリスト)が登録されています。

 ※リストは最大10件まで

② 初回登録時は「登録ナンバーなし」を選択。

 新リストを追加する場合は「追加」をクリック。

③ 登録ナンバーリスト名を入力。 ※最大16文字

手動で１件ずつ登録する場合

④「登録ナンバの追加」をクリック。

⑤ 登録する車両のナンバー情報の「陸事」「車種」「用途」「一連番号」を入力。

⑥ 照合動作に有効期限を設ける場合は「有効期限」とする日時を入力。

⑦ 登録する車両についての関連情報等も登録する場合は、「付帯情報」を入力。

 ※最大4項目、各最大12文字

⑧ 登録する車両についての画像も登録する場合は、

「参照」をクリックし、登録する画像ファイルを選択。

 ※画像形式は、jpg, png, bmp サイズは、127KB以下

⑨ 続けて登録する場合は④～⑧を繰り返し。最後に「設定保存」をクリック。

【注意事項】

・ナンバーの登録は、最大10リスト、1リストあたり最大25,000件までできます。

・画像を登録できるナンバーは最大5,000件までです。

・「陸事」のみ入力したナンバーリストを作成すれば、「陸事」単位での照合も可能です。

・付帯情報や画像に個人情報を登録した場合、お客様において法令が求める対応が必要となります。

①

②
③

④

④ ⑤ ⑥ ⑦
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3-2 登録ナンバーリスト設定 (2/2)

CSVファイルで一括登録する場合

① 登録先の登録ナンバーリストを選択。

 新規リストとする場合は「追加」をクリック。

②「CSV入力」をクリック。

③ リストに登録ナンバーが存在する場合は、

 現在の情報に上書き(現内容は削除)するか追加するかを選択。

上書きの場合：「OK」をクリック

追加 の場合：「キャンセル」をクリック

④ 別のファイルからも追加登録する場合は②～③を繰り返し

 最後に「設定保存」をクリック。

認識情報やアラームリストから登録する場合

別ページの「ナンバー認識情報表示・検索」や

「アラームリスト表示・検索」の項目を参照

■ CSV入力例 ※画像はCSV入力の対象外です。

※ 入力時の注意事項：

・有効期限空欄でCSV入力すると … デフォルト値「2034/12/31 23:59」で自動登録

・全角/半角の区別について … ②車種：全角でも半角でも可 ④一連番号：全角でも半角でも可 有効期限：全角入力するとデフォルト値が反映 付帯情報：全角半角混在でも可

有効期限 ①陸事 ②車種 ③用途 ④一連番号 付帯情報1 付帯情報2 付帯情報3 付帯情報4

空欄 空欄 2034/12/31 23:59 多摩 500 あ 2020 XXX XXX XXX XXX

① ②

③ ④

①

②

③

④

要注意
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3-3 照合ルール設定

照合に使用するカメラや照合方法・照合対象の設定
10ルール以下になるように設計する必要あり

① ナンバーキャッチ設定画面の「照合ルール設定」タブをクリック。

 初期状態では「照合ルールなし」(空のルール)が登録されています。

 ※ルールは最大10件まで

② 初回登録時は「照合ルールなし」のルールを選択。

 新たなルールを追加する場合は「追加」をクリック。

③ 照合ルール名を入力。 ※最大16文字

④ 照合対象となるカメラをチェック。

⑤ 照合対象となる登録ナンバーリストをチェック。

⑥ 照合方法を「一致」か「不一致」かを選択。

⑦ 照合対象とするナンバー情報の項目をチェック。

「陸事」「車種」「用途」「一連番号」

⑧ 照合対象とする入出区分をチェック。「入」「出」「指定なし」

⑨ 最後に「設定保存」をクリック。

・照合ルールは最大10ルールまで作成できます。

・未登録車両に対してアラーム動作を行うには、未登録車両用のルールを以下のように作成します。

⑤ 照合対象となる登録ナンバーリスト  全てチェック

⑥ 照合方法   不一致

①

②
③

④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨



暫定版

©️ Panasonic Connect Co., Ltd. 2025 18

3-4 アラーム設定（照合）

ナンバー照合時のアラーム動作の設定
IOユニットの端子出力はアラーム動作と１対１で出力する形を推奨

① ナンバーキャッチ設定画面の「アラーム設定」タブをクリック。

 初期状態は「アラームなし」(空のアラーム)が登録されています。

 ※動作は最大100件まで

② 初回登録時は「アラームなし」のアラームを選択。

新たなアラームを追加する場合は「追加」をクリック。

③ アラーム名を入力。 ※最大16文字

④ アラームタイプは「照合」を選択。

⑤ 対象とする照合ルールを選択。

⑥ アラーム時にポップアップ画面表示する場合：
「メッセージ」にチェック ⇒「編集」をクリックし、表示メッセージを入力。
 ⇒「付帯情報」や「画像」も表示する場合はチェック。

 ※最大50文字

⑦ アラーム時にPCから音を鳴らす場合は「ブザー鳴動」にチェック。

⑧ アラーム時に映像表示する場合※

「映像」にチェック ⇒「ライブ」か「再生」かを選択 ⇒ 表示するカメラを選択

⑨ アラーム時に外部機器と連動させる場合：
「端子出力」にチェックし、IOユニットの出力端子を選択。

⑩ 最後に「設定保存」をクリック。

・アラーム動作のリストはナンバー照合と滞留検知をあわせて最大100件まで作成できます。

※アラーム時の映像表示は初期状態では操作モニターに表示されます。

ライブ表示は、メンテナンス設定＞アラームアクション ライブ／再生先でライブモニターに変更可能。

①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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４. ASE334 ナンバー認識アプリ
滞留検知設定
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4-1 滞留ルール設定

滞留検知に使用するカメラの登録

① ナンバーキャッチ設定画面の「滞留ルール設定」タブをクリック。

 初期状態では「滞留ルールなし」(空のルール)が登録されています。

 ※ルールは最大10件まで

② 初回登録時は「滞留ルールなし」のルールを選択。

 新たなルールを追加する場合は「追加」をクリック。

③ 滞留ルール名を入力 ※最大16文字

④ 入場とするカメラ（=滞留時間の計測開始カメラ）をチェック。

⑤ 出場とするカメラ（=滞留時間の計測終了カメラ）をチェック。

⑥ 対象車両を限定する場合は、

陸事 / 車種 / 用途 / 一連番号 の指定項目を入力し、

比較方法（完全一致／部分一致）を選択。

※「部分一致」選択時はワイルドカードとして “?” も使用可能

例）車種に ”1??” 入力

⇒ 普通貨物車(大型・中型トラック)が該当

⑦ 最後に「設定保存」をクリック。

・滞留ルールは最大10ルールまで作成できます。

・入場と出場の判定はカメラ側（ナンバー認識アプリケーション WV-XAE202WUX）で行っています。

1台で入場と出場の両方のナンバー認識を行うカメラについては（＝入出判定が“自動”）、

車両の上下動等で入場と出場の両方で認識される可能性があるため、滞留検知への使用は避けてください。

①

②
③

⑦

④ ⑤ ⑥
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4-2 アラーム設定（滞留）

滞留検知時のアラーム動作の設定
IOユニットの端子出力はアラーム動作と１対１で出力する形を推奨

① ナンバーキャッチ設定画面の「アラーム設定」タブをクリック。

初期状態では「アラームなし」(空のアラーム)が登録されています。

※動作は最大100件まで

② 初回登録時は「アラームなし」のアラームを選択。
新たなアラームを追加する場合は「追加」をクリック。

③ アラーム名を入力。 ※最大16文字

④ アラームタイプは「滞留」を選択。

⑤ アラームとする滞留時間(入場時からの経過時間)を入力。 ※最大23時間59分

⑥ 対象とする滞留ルールを選択。

⑦ アラーム時にポップアップ画面を表示する場合：
「メッセージ」にチェック
⇒「編集」をクリックし、表示メッセージを入力（最大50文字）

⑧ アラーム時にPCから音を鳴らす場合は「ブザー鳴動」にチェック

⑨ アラーム時に映像表示する場合※

「映像」にチェック ⇒「ライブ」か「再生」かを選択 ⇒ 表示するカメラを選択

⑩ アラーム時に外部機器と連動させる場合は
「端子出力」にチェックし、IOユニットの出力端子を選択

⑪ 最後に「設定保存」をクリック。

・24時間以上の滞留に対してのアラーム動作設定はできません。（滞留検索での検索は可能です）

・滞留検知は、ナンバー情報の全項目（陸事・車種・用途・一連番号）一致で判定しています。

同一車両でも外部要因等で入出場時の認識結果が異なった場合は、正しく動作しない可能性があります。

・アラーム動作のリストはナンバー照合と滞留検知をあわせて最大100件まで作成できます。

※アラーム時の映像表示は初期状態では操作モニターに表示されます。

ライブ表示は、メンテナンス設定＞アラームアクション ライブ／再生先でライブモニターに変更可能。

①

②

④

③

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑥
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５．外部機器制御 全般
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5-1 ゲート連携時のカメラアプリ設定（1/2）

ゲート機器との連携時 ナンバー認識アプリの設定変更が必要になる場合あり
※カメラの初期設定では、同一車両のナンバー認識情報は1回しか送信しない

ループコイル

この状態でナンバーを読取り、登録車両であった場合に照合アラームでIOユ
ニットやIFコンバーターから接点信号を出しても、

車両がまだループコイルの位置まで到達していないため、ゲートは開かない。

① 最初のナンバー情報送信

② 2度目のナンバー情報送信

車両がループコイルの位置に達した状態で、
IOユニットやIFコンバーターから再度接点信号を出すとゲートは開く。

↓

現場環境に応じて同一車両のナンバー情報の送信間隔を調整する。

■ 同一車両のナンバー情報送信間隔の設定方法（【商品説明資料】ナンバーキャッチシステム ➀カメラ編 を参照）

WV-XAE202Wの詳細設定：「同一車両の送信間隔」を “1秒” に設定してください。

※1秒以外にする場合は、PCのブラウザから下記CGIコマンドで設定してください。

http://(カメラIPアドレス)/cgibin/adam.cgi?methodName=setApplicationPreference&appName=NumCatchApp&prefType=Integer&prefName=lpr_bs_stop_interval&value=3

※秒数を変更したい場合は、上記CGIの最後の ”value=“ の数値を秒数単位で設定してください。例）3秒間隔で通知する場合：value=3

※WV-XAE202WのV1.10以降で有効

1秒

１回目 ２回目

接点出力

【連携方法１】ナンバー認識情報を繰返し送出する
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5-1 ゲート連携時のカメラアプリ設定（2/2）

ループコイル

この状態でナンバーを読取り、登録車両であった場合に照合アラームでIOユニッ
トやIFコンバーターから接点信号を出す。

その際の接点信号のオン時間は、車両がループコイルに達するのに十分な時間
（例：５秒）とする。

車両がループコイルの位置に達した状態で、
ループコイルセンサーとのAND条件でゲートは開く。

↓

現場環境に応じて同一車両のナンバー情報の送信間隔を調整する。

また、ループコイルの前で車両が停止した場合を想定し、
カメラからナンバー情報は再送する設定も行っておく（例：10秒）

１回目

接点出力

① 最初のナンバー情報送信

【連携方法２】接点信号のオン時間を長くする

IOユニットやIFコンバーターからの接点出力時間を調整して対応する方法もあり
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5-2 入門ゲートが分散して複数ある場合

ゲートが複数存在 かつ 離れている場合 パトライト社製機器の使用を推奨
※ASM300拡張ソフト(ASE334)に登録可能なIOユニットは1台のみのため

ASM300＋ナンバー認識拡張ソフト
（WV-ASE334WUX)

IOユニット（ADAM6256）

IFコンバーター（NBM-D88）

接点信号
↓

１

NW対応パトライト®

IFコンバータ
（NB-D42MP）

カメラ

接点信号

入場口➀

１

IFコンバータ
（NB-D42MP）

カメラ

接点信号

入場口②

１

IFコンバータ
（NB-D42MP）

カメラ

接点信号

入場口③

事務所・守衛所

【参考：IOユニットがADAM6256（接点出力16ポート）の場合】

事務所側にIFコンバータ(接点入力8ポート)を2台接続し、最大10台※のゲート機器の連携が可能。

※ASM300ナンバー認識アプリの照合ルールが最大10件までのため。

← コマンド制御

LAN
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5-3 IFコンバーターの設定

IFコンバーターを使用して、離れた場所のパトライトやIFコンバーターの

ネットワーク経由での設定方法を次頁以降で説明します

■ システム例

ゲート側のIFコンバーターは、

屋外の制御盤内などへの設置を考慮し、

使用温度範囲の広いNB-D42MPを推奨します。

ASM300＋
ナンバー認識拡張ソフト

（WV-ASE334WUX)

IOユニット
（ADAM6256）

【事務所側】
 IFコンバーター
（NBM-D88）

使用温度範囲：0~40℃

接点信号

NW対応パトライト®

【ゲート側】
 IFコンバーター
（NB-D42MP）

使用温度範囲：-10~50℃

LAN LAN
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６． IFコンバーターA
事務所側 NBM-D88

システム構成【パターン２】で使用
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6-1 IOユニットとIFコンバーター(事務所側 NBM-D88)の接続

IOユニット と IFコンバーター は、下記のように接続してください。
※IFコンバータの接点入力がNPNトランジスタに対応しているため、リレーを介さなくても動作可能です。

IOユニット
ADAM-6256

IFコンバーター
NBM-D88N

（パトライト社製）

・DGND <-> INPUT1 ー（マイナス）

・DO0 <-> INPUT1 ＋（プラス） ・DO5 <-> INPUT6 ＋（プラス）

・DO1 <-> INPUT2 ＋（プラス） ・DO6 <-> INPUT7 ＋（プラス）

・DO2 <-> INPUT3 ＋（プラス） ・DO7 <-> INPUT8 ＋（プラス）

・DO3 <-> INPUT4 ＋（プラス）

・DO4 <-> INPUT5 ＋（プラス）

適合線径：AWG２２～１６

システム構成【パターン２】

※有電圧接点出力
極性があります



暫定版

©️ Panasonic Connect Co., Ltd. 2025 29

6-2 アドレス設定

【事務所側 NBM-D88】IPアドレスの設定

① PCのブラウザでIFコンバーターにアクセス

 ※出荷時のアドレス： 192.168.10.1

② ログイン画面でパスワードを入力

※出荷時のパスワード： patlite

③「セットアップ項目」＞「システム設定」を選択

④ IPアドレス設定方法を「手動で設定する」にし、

 IPアドレス情報を入力

⑤「設定」をクリック

↓

⑥ 画面が切り替わったら、「ネットワークの再起動」をクリック

③

④

⑤

システム構成【パターン２】
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19 1

6-3 RSHコマンド送信設定（1/2）

【事務所側 NBM-D88】 RSHコマンド送信設定
パトライトやゲート側のIFコンバーターを制御するコマンドを登録します。

①「セットアップ項目」＞「RSHコマンド送信設定」を選択

② 名称を入力（動作がわかるもの。6文字以下推奨）

③ 制御するパトライト、IFコンバータのIPアドレスを入力

④ 制御するパトライト、IFコンバータの

 RSHコマンド受信設定の共通ログイン名を入力

⑤ 送信するRSHコマンドを入力（次ページも参照）

⑥ 最後に「設定」をクリック

コマンド例）
・パトライト  10秒間 緑点滅
・パトライト  接点出力1(DO1)をON
・パトライト  接点出力1(DO1)をOFF
・パトライト  音声1を再生
・IFコンバータ 接点出力1(DO1)を5秒間ON
・全動作OFF

【注意事項】

・登録できるRSHコマンドは最大８個までです。

①

② ③ ④

⑤

⑥

パトライト

IFコンバータ
※

※ゲート機器と連携するIFコンバーターへのコマンドは最初の方に登録する
（できるだけ遅延動作を避けるため）

： alert 992990 10
： alert do 19
： alert do 09
： sound 1 
： alert 19 5
： clear

システム構成【パターン２】
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6-3 RSHコマンド送信設定（2/2）

RSHコマンド仕様

■ゲート側IFコンバーター NB-D42MP

＜接点出力＞

■NW対応パトライト

＜信号灯点灯・ブザー鳴動＞  ＜音声送出＞

システム構成【パターン２】
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6-4 デジタル入力（接点入力）設定

【事務所側 NBM-D88】デジタル入力（接点入力）設定
IOユニットからの接点入力ごとに、パトライトやゲート側IFコンバーターへの制御コマンドを選択します。

①「動作設定項目」＞「デジタル入力設定」を選択

②  接点入力ポートを選択する

③ 信号定義を「ON状変」にする

④ 送信するRSHコマンドを選択する

⑤ 最後に「設定」をクリック

①

③」

④

システム構成【パターン２】

⑤

②
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７． IFコンバーターB
ゲート側 NB-D42MP
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7-1 アドレス設定

【ゲート側 NB-D42MP】 IPアドレスの設定

➀

②

③

① PCのブラウザでIFコンバーターにアクセス

 ※出荷時のアドレス： 192.168.10.1

② ログイン画面でユーザー名とパスワードを入力

ユーザー名： patlite

パスワード： patlite

③「本体設定」＞「ネットワーク設定」を選択

④ IPv4設定で「手動設定」にし、

IPアドレス情報を入力

⑤「設定」をクリック

デフォルトゲートウェイのない環境で、

RSHコマンドを使用する場合は登録なし(空欄)
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7-2 機能の有効化

【ゲート側 NB-D42MP】各種機能の有効化

①「本体設定」＞「機能の有効化」を選択

② 本体機能設定
・ RSHコマンド受信機能
・HTTPコマンド制御

を“有効” にする

③ 本体制御設定
全項目を“有効” にする

④ 最後に「設定」をクリック

①

②

④

③
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7-3 IOユニットとIFコンバーター(ゲート側 NB-D42MP)の接続

IOユニット と IFコンバーター は、下記のように接続してください。
※IFコンバータの接点入力がNPNトランジスタに対応しているため、リレーを介さなくても動作可能です。

IOユニット
ADAM-6256

IFコンバーター
NB-D42MP

（パトライト社製）

・DGND <-> INPUT1 ー（マイナス）

・DO0 <-> INPUT1 ＋（プラス）

・DO1 <-> INPUT2 ＋（プラス）

・DO2 <-> INPUT3 ＋（プラス）

・DO3 <-> INPUT4 ＋（プラス）

適合線径：AWG２２～１６

システム構成【パターン１】

※有電圧接点出力
極性があります
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7-4 HTTPコマンド送信設定（1/2）

【ゲート側 NB-D42MP】HTTPコマンド送信設定
パトライトを制御するHTTPコマンドを登録します

⓪「通知設定」＞「HTTP通知設定」＞「HTTPコマンド送信先」を選択

① 名称を入力（動作内容がわかる名前）

② HTTPコマンドを入力

  ・http://アドレス/コマンド の形で記載

③ タイムアウトはデフォルトのまま

④ パトライトの場合は ”認証なし”

⑤ 最後に「設定」をクリック

⓪

⑤

システム構成【パターン１】

http://アドレス/コマンド
http://アドレス/コマンド
http://アドレス/コマンド
http://アドレス/コマンド
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7-4 HTTPコマンド送信設定（2/2）

■HTTPコマンド仕様（パトライト NHVシリーズ）

alertとのみ同時使用可能
指定した時間動作を継続

単独でのみ使用可能

＜組合せ可能なパターン＞

・alert&restore

・led&sound

・led&speech＆
(speechの通知ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)

リクエスト構文：http://<アドレス＞/api/control?<パラメータ名>=＜値＞

システム構成【パターン１】
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7-5 接点入力設定

【ゲート側 NB-D42MP】接点入力設定
IOユニットからの接点入力ごとに、本体の接点出力とパトライトへの制御コマンドを選択します。

⓪「監視設定」＞「接点入力設定」

＞「状態変化検知設定を選択

① 接点入力ポートを選択

④ 信号定義 ＝“ON状変”

⑬ HTTPコマンド送信 ＝“有効” 

⑭ HTTPコマンド送信設定 =送信コマンドを選択

⑯⑰ 接点出力１、２ ＝“ON”

※オン時間は別項目で設定

⑲最後に「設定」をクリック

⓪

⑲

システム構成【パターン１】
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7-6 接点出力設定

【ゲート側 NB-D42MP】接点入力設定
IFコンバーターからの接点出力のON時間を設定します。

⓪「本体操作設定」＞「接点出力設定」を選択

① 接点出力ポートを選択

⑥ 自動OFF時間＝接点ＯＮ時間 を選択

０～600秒

⑦最後に「設定」をクリック

⓪

⑦

システム構成【パターン１】
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7-7 RSHコマンド受信設定

【ゲート側 NB-D42MP】RSHコマンド受信設定

①「コマンド受信設定」

＞「RSH/SSHコマンド受信設定」を選択

② RSHコマンド受信機能を「有効」にする

③ RSHコマンド受信設定の

 送信元アドレス指定を「無効」にする

④ RSHコマンド受信時の共通ログイン名を入力

 ※IFコンバータ側のRSHコマンド送信設定に

 入力したものとあわせる

⑤ 最後に「設定」をクリック

➀
②

③

④

⑤

システム構成【パターン２】
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８．パトライト



暫定版

©️ Panasonic Connect Co., Ltd. 2025 43

8-1 アドレス設定

【NHVシリーズパトライト】 IPアドレスの設定

➀

②

③

① PCのブラウザでIFコンバーターにアクセス

 ※出荷時のアドレス： 192.168.10.1

② ログイン画面でユーザー名とパスワードを入力

ユーザー名： patlite

パスワード： patlite

③「本体設定」＞「ネットワーク設定」を選択

④ IPv4設定で「手動設定」にし、

IPアドレス情報を入力

⑤「設定」を選択

デフォルトゲートウェイのない環境で、

RSHコマンドを使用する場合は登録なし(空欄)
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8-2 機能の有効化

【NHVシリーズパトライト】各種機能の有効化

①「本体設定」＞「機能の有効化」を選択

② 本体機能設定：
・RSHコマンド受信機能
・HTTPコマンド制御
を “有効” にする

③ 本体制御設定：
全項目を“有効” にする

④ 最後に「設定」を選択

①

②

④

③



暫定版

©️ Panasonic Connect Co., Ltd. 2025 45

8-3 音声登録

【NHVシリーズパトライト】送出する音声の登録

① 音声登録＞「音声登録」を選択

② 登録するチャンネルを選択

③ 音声タイトルを入力

④ 送出するメッセージを入力

⑤ 言語、声（男性/女性）、トーン、速度を選択

⑥ 「視聴する」を押して音声を確認

⑦ 音声の前後に通知音（チャイムやブザー）を付加する場合は、
付加する音を選択

⑧ 「チャンネルリストに追加」を押す

⑨ 最後に「設定」押す

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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8-4 RSHコマンド受信設定

【NHVシリーズパトライト】 RSHコマンド受信設定

①「コマンド受信設定」＞「RSH/SSHコマンド受信設定」を選択

② RSHコマンド受信機能を「有効」にする

③ タイマーリストアを「個別」にする

④ RSHコマンド受信設定の

 送信元アドレス指定を「無効」にする

⑤ RSHコマンド受信時の共通ログイン名を入力

 ※IFコンバータ側のRSHコマンド送信設定に

 入力したものとあわせる

⑥ 最後に「設定」をクリック

➀
②

④

③

⑤

⑥

システム構成【パターン２】
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改版履歴

版 日付 変更内容

1.0版 2025.9.29 ・初版 発行
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